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冬道の事故防止
管理者の確かな点呼で事故防止

○ 冬道走行は、『減速』と『十分な車間距離』の併用

○ 視界不良時は、『乗用車は自分よりも見えていない』と考え、スピード調整を。

【だいじょうぶだろう運転から、かもしれない運転に切り替えましょう】

マニュアル車 ギアが入っていた
夫がドアを開け、車外からエンジンかけた
突然、無人で動き出し・・・前にいた妻が下敷きとなって死亡

２０１９／１／９（水） １６：２３

９日午前８時ごろ、三重県で男性（６９）が自宅敷地内に停めてあった軽トラックの車内を暖めようとドアを開

け、車外からエンジンをかけると、突然、軽トラックが動き始めました。軽トラックだけがそのままおよそ１０

メートル前進し、前にいた男性の妻（６４）が下敷きとなり死亡しました。軽トラックはマニュアル車で、男性は

運転席のドアを開けた状態で車外からエンジンを掛け、クラッチペダルを放しましたが、ギアが入っていたため

そのまま前進してしまった可能性があるということです。

苫小牧 大型のトラックに仲間のトラックが追突
◇同じ会社同士の車両の事故は、保険の対象外になります◇

◇連なって走行する場合は、車間距離を大きく空けるか、間に別車両を入れて走行しましょう◇
２０１９／１／９（水） １７：１３

９日午前８時前、苫小牧市の市道で、大型のトラックに牛を運搬していた仲間のトラックが追突しました。この

事故で追突したトラックの運転手が足を挟まれ軽傷です。警察は運転手が前をよく見ていなかったとみて調べて

います。

伊達 圧雪アイスバーン はみ出し
タンクローリーと正面衝突 乗用車の男性重傷

２０１９／１／９（水） １２：１９

９日午前７時すぎ、伊達市大滝区清原町の道道で、喜茂別町の方向から走ってきた乗用車と大型タンクローリー

が正面衝突しました。この事故で、乗用車を運転していた５０代の男性が右足の骨を折る重傷、タンクローリーを

運転していた４０代の男性も首に痛みを訴えています。事故当時、路面は圧雪アイスバーンの状態でした。タンク

ローリーの運転手は「乗用車が車線をはみ出してきた」と話しているということです。

苫小牧 停留所に停車中の路線バスに追突 ４人軽傷
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

２０１９／０１／０８ ２２：１２

８日午後６時２０分ごろ、苫小牧市桜木町３の道道で、２０代男性の乗用車が、停車中の路線バスに追突、バス

の乗客２１人のうち３人と乗用車の男性の計４人が、腰などの痛みを訴え病院に運ばれたが、いずれも軽いけが

。苫小牧署によると、バスは、客の乗降のため停留所に停車中だったという。

危険運転（無理やり割り込み）
タクシーを急停車させた疑い 51歳男を逮捕

２０１９／１／９（水） ２０：１０

「あおり運転」が大きな社会問題となる中、危険な運転（無理やり割り込み）でタクシーを急停止させたなど

として会社員の男が逮捕されました。被害にあったタクシーのドライブレコーダーには、映像と音声が記録され

ていました。威力業務妨害の疑いで逮捕されたのは会社員の男性容疑者（５１）です。


